
令和2年度　事業調査結果Ａ　文化芸術分野（令和元年度実施事業）
◎調査結果Aの対象事業は以下のとおりです。

調査結果Ａの各項目については、以下の内容が記載されています。

○「頁」

・「アカデミー推進計画」の掲載ページ

○「実施計画事業番号」

　・「文京区基本構想実施計画(平成29年度～31年度)」の事業番号

○「事業名」

（所管課） ・事業名

○「事業概要」

1 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施 アカデミー推進課 　・事業概要

2 I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能（Noh）プロジェクト〜 アカデミー推進課 ○「事業費」

3 事業提携楽団によるコンサート アカデミー推進課 ・事業に係る予算及び決算

4 小・中学生のための出前コンサート アカデミー推進課 ○「実績（数）」

5 文の京コミュニティコンサート アカデミー推進課 　・当初予定数（定員）：当初予定していた参加者数や発行部数等（事業の定員や予算計上時の積算数等）

6 日本ドイツ親善交流演奏会 アカデミー推進課 　実績数：実際の参加者数、発行部数等

7 小・中学生のための歴史教室 アカデミー推進課 　申込数：申込者数等

8 文京ミューズフェスタ アカデミー推進課 ○「参加者満足度」

9 子ども俳句大会 アカデミー推進課 　・事業でアンケートを実施した場合、「満足」や「よかった」と回答した割合

10 親子向けコンサート アカデミー推進課 ○「事業実施内容」

11 紙媒体による情報提供 アカデミー推進課 　・令和元年度事業の実施状況

○「成果」

12 「アートウォール・シビック」への作品展示 アカデミー推進課 　・事業で得られた成果

13 観客参加型公演 アカデミー推進課 ○「課題」

14 朗読コンテスト アカデミー推進課 ・不十分だった点や改善すべき点

15 かるたの街文京を発信！ アカデミー推進課 ○「課題解決に向けた取組」

16 まるキャンマーケット～夏の陣、冬の陣～ アカデミー推進課 　・課題解決に向けた今後の事業の取組

17 吹奏楽アンサンブルコンテスト アカデミー推進課 ○「担当課」

18 楽器演奏指導 アカデミー推進課 　・事業を担当する課

19 舞台芸術創造事業（大ホール） アカデミー推進課

20 舞台芸術創造事業（小ホール） アカデミー推進課

21 シビックコンサート アカデミー推進課

22 カレッジコンサート アカデミー推進課

23 史跡めぐり アカデミー推進課

24 文京ゆかりの文化人顕彰事業 アカデミー推進課

25 文の京ワークショップ アカデミー推進課

26 新・観潮楼歌会 アカデミー推進課

27 「文の京文化発信プロジェクト」 アカデミー推進課

28 盛岡市との友好都市提携記念事業 アカデミー推進課

29 文京ふるさと歴史館友の会の支援 アカデミー推進課

30 文京ふるさと歴史館常設展示解説ボランティア アカデミー推進課

31 森鷗外記念館解説ボランティア アカデミー推進課

32 技能名匠認定事業 経済課

33 「来て見て体験」文京の伝統工芸 経済課

34 文京ふるさと歴史館特別展 アカデミー推進課

35 文京ふるさと歴史館収蔵品展 アカデミー推進課

36 森鷗外記念館特別展・コレクション企画 アカデミー推進課

37 映像資料調査・保存事業 アカデミー推進課

38 指定文化財等の保護・保存と管理 教育総務課

39 文の京ミュージアムネットワーク アカデミー推進課

40 コンピューターによる館内閲覧システム アカデミー推進課

41 文京ふるさと歴史館だより・年報の発行 アカデミー推進課

42 森鷗外記念館ニュース・年報の発行 アカデミー推進課

【分野別目標３】　「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり

資料3-2

調査結果Ａの記載内容について

文化芸術

【分野別目標１】　だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり

【分野別目標２】　文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援

調査結果Ａの事業は、主に以下の⑴～⑶に該当する事業です。

⑴ アカデミー推進計画（平成28年３月）のp16～79に掲載されている事業

⑵ 基本構想実施計画（平成29～31年度）に掲載されている事業のうち、

中項目が「生涯学習」「文化振興」「スポーツ振興」「観光」「交流」の事業

⑶ 令和元年度の重点施策事業のうち、「コミュニティ・産業・文化」分野に該当する事業

※それ以外の事業は「令和2年度 事業調査結果Ｂ 文化芸術分野」に掲載されています。



令和２年度　事業調査結果Ａ　文化芸術分野（令和元年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 12,825
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 9,963 実績数 18,145 人 ―

申込数 ― ―

予算 1,038 当初予定数
（定員等）

320 人 ―

決算 1,001 実績数 259 人 80.9%

申込数 442 人 138.1%

予算 30,448 当初予定数
（定員等）

6,796 人 ―

決算 30,448 実績数 6,913 人 101.7%

申込数 ― ―

予算 2,310 当初予定数
（定員等）

4 回 ―

決算 2,292 実績数 4 回 100.0%

申込数 ― ―

予算 330 当初予定数
（定員等）

2 回 ―

決算 230 実績数 1 回 50.0%

申込数 ― ―

【分野別目標１】　だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり

5 42
文03-

01
文の京コミュニ
ティコンサート

【平成22年度～】
宇宙ミュージアムTeNQ　9月23日（月・祝）実
施　75人
東洋文庫ミュージアム　3月19日（木）新型コ
ロナウイルスにより中止

ミューズネット施設で出前コンサー
トを行い、区民にとってより身近な
場で生演奏を聴く機会を提供する
ことができている。観客の満足度
も高く、地域のニーズにあった事
業となっている。今年度は、新型コ
ロナウイルス感染症の影響によ
り、3月のコンサートは中止した。

会場のキャパシティーにより、来場
者数を制限せざるを得ない場合が
ある。また、観客のニーズにあった
公演を実施していく必要がある。

年間で、小学校は実施を希望する
学校2校、中学校は行政順に2校
の訪問となっているため、体験で
きないまま卒業してしまう児童・生
徒が多数いる。また、興味を持っ
て鑑賞してもらうため、小・中学生
のニーズにあったプログラムを実
施していく必要がある。

前年度の来場者アンケートや開催施
設の意見を聴き、演奏するアーティス
トと協議の上、プログラムを構成す
る。

アカデ
ミー推進

課

区民が気軽に文化芸術に親しむ機
会を提供するため、区内ミューズ
ネット施設においてコンサートを実
施する。

―

アカデ
ミー推進

課

アカデ
ミー推進

課

児童・生徒の感想や学校の要望に応
じて、プログラム（演奏曲）の見直しを
行う。

アカデ
ミー推進

課

実施日：8月18日（日）
会場：宝生能楽堂
内容：能「小鍛冶」の鑑賞や能楽堂バックス
テージツアー、楽器・装束、謡、ARメガネの
体験を実施。

当日の参加者数が少ないため、実
施時間や内容を再度検討する必
要がある。

繰り返し参加しても新たな発見があ
るよう、新しい演目や体験の追加等、
事業内容を工夫していく。

96.0%

子どもたちに普段あまり触れること
のできない能の鑑賞・体験の場を
提供し、伝統文化に親しんでもらう
ことができた。

ホールの来場者を増やすため、さ
らなる顧客の獲得と定着を図る必
要がある。

公演の見どころガイドやユーチューブ
による出演者インタビューなどをホー
ムページに掲載し、ファンのすそ野拡
大を図る。

3 42
文03-

02
事業提携楽団に
よるコンサート

区及び文京アカデミーと事業提携を
結ぶ、東京フィルハーモニー交響楽
団及びシエナ・ウインド・オーケスト
ラの協力によりコンサートを開催す
る。

91.4%

事業提携楽団である東京フィルの
「響きの森クラシック・シリーズ」及
びシエナ・ウインド・オーケストラの
公演は、共に固定のファンが多く、
一定の来場数を見込むことができ
る。

【平成20年度～】小学校／東京フィルハーモ
ニー交響楽団
小日向台町小学校　10月2日（水）実施　478
名
礫川小学校　10月3日（木）実施　372名
【平成23年度～】中学校／シエナ・ウィンド・
オーケストラ
第十中学校　9月5日（木）実施　207名
第九中学校　9月7日（土）実施　409名

4 42
文03-

01

小・中学生のた
めの出前コン
サート

区及び（公財）文京アカデミーと事業
提携を結ぶ、東京フィルハーモニー
交響楽団及びシエナ・ウインド・オー
ケストラの協力により、区立小・中学
校への出前コンサートを行う。

―
初めて生演奏を聴く児童・生徒も
あり、毎回、高い評価を得ている。

【平成14年度～】響きの森クラシック・シリー
ズ
Vol.68　5月18日（土）実施 1,653名
Vol.69　9月14日（土）実施 1,644名
Vol.70　1月25日（土）実施 1,615名
フレッシュ名曲コンサート　ランチタイムコン
サート　5月10日（金）実施 269名
【平成22年度～】シエナ・ウインド・オーケスト
ラによるコンサート
12月24日（火）実施 1,732名

2
文01-

04

I don't know
（能）…NO
（能）problem!
〜みんなで親し
む「能（Noh）プ
ロジェクト〜

子どもたちに区内の貴重な文化資
源である能に興味を持ってもらえる
よう、公益社団法人宝生会と連携
し、「鑑賞」と「体験」を交えた能に係
るプログラムを実施する。

【基本的な方向性（１）】　文化芸術への興味や知識を高める

42

事業費（千円） 実績（数）

1
文化・芸術に親
しむ発表会、大
会等の実施

アカデ
ミー推進

課

文03-
03

文京区秋の文化祭（華道展、茶会、
書道展、絵画展）、各種つどい・大会
事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、合
唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画
展、区民能楽鑑賞会を実施する。

新規参加者や若年者に参加してもら
えるよう、広報の方法や内容につい
て検討していく。

―
各種事業を実施することにより、区
民に芸術・伝統芸能に触れる機会
の提供ができた。

特につどい・区民大会について
は、参加者の固定化・高齢化が進
んでいる。

文化祭（華道展・書道展・絵画展）：
10月4日～11月3日　会場　シビックセンター
1階ギャラリーシビック、アートサロン
民踊のつどい：6月30日　会場　シビックホー
ル小ホール
三曲のつどい：2月23日　会場　シビックホー
ル小ホール
合唱のつどい：1月26日　会場　シビックホー
ル大ホール
民謡大会：6月16日　会場　シビックホール小
ホール
謡曲大会：9月7日　会場　宝生能楽堂
吟剣詩舞道大会：9月29日　会場 シビック
ホール小ホール
区民能楽鑑賞会：8月4日　会場　宝生能楽
堂
演目「石橋」（金沢市友好交流都市協定締結
式と同時開催）
企画展「没後1年　洋画家村田省蔵がみつめ
た情景展　－金沢市友好交流都市協定締結
記念によせてー」：2月15日～23日　会場　シ
ビックセンター1階ギャラリーシビック

1



整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 1,151
当初予定数
（定員等）

1,000 人 ―

決算 1,077 実績数 830 人 83.0%

申込数 4,927 人 492.7%

予算 132
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 129 実績数 346 人 ―

申込数 ― ―

予算 99 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 99 実績数 525 人 ―

申込数 ― ―

予算 72 当初予定数
（定員等）

―

決算 54 実績数 631 句 ―

申込数 631 句 ―

予算 5,175 当初予定数
（定員等）

1,143 人 ―

決算 5,043 実績数 606 人 53.0%

申込数 ― ―

予算 15,525 当初予定数
（定員等）

1,200,000 部 ―

決算 15,520 実績数 1,200,000 部 100.0%

申込数 ― ―

アカデ
ミー推進

課

指定管理者発行の「スクエア」による文化芸
術関連情報の提供

アカデ
ミー推進

課
9 43 子ども俳句大会

中学生に俳句を通して自然や四季、
日本語の美しさ、俳句の楽しさを周
知するため、区内中学校在学生を
対象に、俳句を募集し、優秀作品を
発表する。

―
優れた作品には記念品を贈呈し
た。また、入選作品をまとめた作品
集を発行した。

応募数は学校の協力に負うところ
が大きく、その数は年によって増
減する。

区立中学校の協力を得て、事前の事
業周知を徹底し、広く募集する。

【平成28年度～】
・中学生俳句大会（募集期間10～11月）
　　応募数631句

11 44
紙媒体による情
報提供

区報や指定管理者の発行する情報
紙により、文化芸術関連情報を提供
する。

―

発行部数毎月100,000部
【内訳】
区内新聞折込配布90.000部
窓口・駅・大学10,000部
経費の半分は財団自主財源で発
行

区民に信頼される情報紙として、
読みやすく、わかりやすい紙面づく
りをする必要がある。

編集部会を定期的に開催し、掲載内
容の共有や記載方法の統一化など、
情報共有を図る。

【基本的な方向性（２）】だれもが参加しやすい仕組みづくり

【基本的な方向性（３）】　多様な主体・媒体による情報提供の仕組みづくり

区及び（公財）文京アカデミーと事業
提携を結ぶ、東京フィルハーモニー
交響楽団及びシエナ・ウインド・オー
ケストラの協力により、子どもが保
護者等と一緒に楽しめるコンサート
を開催する。

89.5%

事業提携団体の協力を得て、親子
向けのコンサートを開催している。
自主制作による公演であり、リ
ピーターも多く、観客から高い評価
を得ている。
今年度、2・3月のコンサートについ
ては、新型コロナウイルスの影響
により中止した。

ホールの来場者を増やすため、さ
らなるファンの獲得と定着を図る
必要がある。

10 43
文03-

02
親子向けコン
サート

来場者アンケート等を参考に、出演
者等の協力を得て演奏曲や演出等を
見直し、より魅力的な内容とする。

アカデ
ミー推進

課

【平成23年度～】東京フィル・親子で楽しむ
〝はじめてのオーケストラ″
第1回　8月24日（土） 実施　292名
第2回　8月25日（日） 実施　314名
【平成23年度～】シエナ フルーツの国のおん
がくパーティー♪
第1回　2月29日（土）新型コロナウイルスに
より中止
第2回　3月1日（日）新型コロナウイルスによ
り中止

8 43
文京ミューズ
フェスタ

アンケート結果では、クイズの難易
度についての意見や参加者が何
かを作るイベントの要望があった。

区内にある博物館・美術館・庭園な
ど36施設を結ぶ「文の京ミュージア
ムネットワーク」の合同イベント。各
施設が持つ文化的資産や歴史的資
産を紹介する。

―
美術館・博物館をはじめ、区内の
さまざまな施設の周知ができた。

参加者数が伸び悩んでいる。
より多くの方にご来場いただけるよう
周知方法や実施期間の延長などを
検討していく。

アカデ
ミー推進

課

実施日：12月17日
文京ミュージアムネットワーク加盟施設によ
る展示を実施。
23施設が参加（展示・体験17施設、チラシの
み6施設）。

【実施期間】
7月20日～9月1日
【場所】
常設展示室
【内容】
「わがはい君宝さがし　歴史館でお宝をさが
そう！」として、歴史館の展示物に関するクイ
ズに回答する。

7 43
小・中学生のた
めの歴史教室

対象者に合わせたクイズの設問を工
夫する必要がある。ワークショップ形
式のイベントについては、今後の事
業として実施の可能性を検討してい
く。

アカデ
ミー推進

課

夏休み期間中にクイズイベントなど
を実施し、参加することを契機とし
て、歴史・文化についての興味や文
京区への愛着を深める。

90.0%

クイズの答えを探しながら、楽しく
イベントに参加することで、文京区
の歴史や文化、人々の生活に興
味・関心を持ってもらうことができ
た。

アカデ
ミー推進

課

日本ドイツ親善交流演奏会
実施日：7月13日
会場：シビックホール大ホール
内容：東邦音楽大学・ライプツイヒユースシン
フォニーオーケストラの演奏や、区内小学校
合唱団・区内合唱団体の発表。

ドイツ展
実施日：7月11日～13日
会場：シビックセンター1階ギャラリーシビック

6
日本ドイツ親善
交流演奏会

東邦音楽大学と協力し、東京2020
オリンピック・パラリンピック競技大
会ホストタウンであるドイツ連邦共
和国にスポットを当てた演奏会を実
施する。併せてドイツの観光や文化
について紹介する展示を実施。

―

多くの方の申込み・来場があった。
出演者同士の国際交流の場とな
るとともに、ドイツ展を実施すること
により、来場者にドイツの魅力を
PRできた。

出演者や来場者が多く、受付や出
演者の誘導などで手間取ってし
まった場面があった。

今回の反省点をまとめ、次回以降の
事業がスムーズに実施できるよう改
善していく。

2



令和２年度　事業調査結果Ａ　文化芸術分野（令和元年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 30 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 30 実績数 166 人 ―

申込数 166 人 ―

予算 729 当初予定数
（定員等）

303 人 ―

決算 729 実績数 310 人 102.3%

申込数 ― ―

予算 1,760
当初予定数
（定員等）

200 人 ―

決算 1,760 実績数 216 人 108.0%

申込数 216 人 108.0%

予算 1,066
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 732 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 3,643 当初予定数
（定員等）

150 人 ―

決算 3,152 実績数 142 人 94.7%

申込数 758 人 505.3%

予算 1,219 当初予定数
（定員等）

27 団体 ―

決算 1,219 実績数 24 団体 88.9%

申込数 ― ―

予算 810
当初予定数
（定員等）

30 回 ―

決算 810 実績数 30 回 100.0%

申込数 ― ―

【分野別目標２】　文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援

【基本的な方向性（２）】　文化芸術活動をする人・団体への支援

まるキャンマー
ケット～夏の
陣、冬の陣～

文京区をまるごとキャンパスに見
立て、区内各所において、様々な
人々が文化芸術を見て、聴いて、
体験できる様々なイベントを実施
する。

―

薪能について、開催時期を7月から
5月に変更し、当日の参加者が1割
程度増えた。
定点ピアノについて、来庁者に気
軽に楽器触れていただくことができ
た。ラウンジバー開催時には、カホ
ンやベース等も設置した。

薪能では、雨天の場合の対応策
を検討する必要がある。
また、今年度新型コロナウイルス
感染症の影響により中止となった
「華茶書香道体験」について、来
年度どのように実施するか検討す
る必要がある。

宝生会や華茶道連盟等関係者と、事
業内容などについて協議していく。

アカデ
ミー推進

課

・薪能（実績数は薪能のみの数値）
開催日：5月19日
会場：肥後細川庭園
内容：「黒塚」

・定点ピアノ
実施日：令和元年4月1日～令和2年3
月31日
会場：シビックセンター25階展望ラウ
ンジ

アカデ
ミー推進

課

平成25年度より出場団体にシエナ
メンバーによる2時間の事前レッス
ンを開始。プロからの直接指導とい
うこともあり、参加団体から高い評
価を得ている。
平成30年度から小学生部門を新設
し、参加者の幅を広げている。

小学生部門を設置したことにより
新たな観客を得ることができた
が、一般部門については観客数
が伸び悩んでいる。

広報紙およびホームページによる宣
伝を行うと共に、出演者による口コミ
宣伝の協力を依頼していく。

94.4%

(一社)かるた協会をはじめ、関係者の
方々と今後の進め方について協議し
ていく。

アカデ
ミー推進

課

個別レッスンに近い形で実施され
ており、クリニックを受けた各校か
ら高い評価を得ている。

普段の練習状況やどのような指
導を希望しているか等、各校の状
況について事前に細かく把握した
上で、指導にあたることが求めら
れている。

17 46 文03-02

事前に吹奏楽部顧問の先生にニーズ
を聴き取り、指導者であるシエナ・ウイ
ンド・オーケストラの団員に伝えた上
で指導にあたってもらう。

アカデ
ミー推進

課
18 46 文03-01 楽器演奏指導

区立中学校の吹奏楽部員を対象
に、事業提携を結ぶシエナ・ウィン
ド・オーケストラ団員が楽器演奏指
導を行う。

―

【平成23年度～】中学生のための吹
奏楽クリニック
7月2日（火）～7月31日（水）実施　96
名（全30回・区立中学校10校）

吹奏楽アンサン
ブルコンテスト

公募したアンサンブル団体に事業
提携を結ぶシエナ・ウインド・オー
ケストラの団員が演奏指導した上
で、演奏の講評・表彰を行うコンテ
ストを開催する。

―

新型コロナウイルス感染症の影響
により、かるたフェスティバルの1年
程度の延期が決まった。
区内中学校に講師を派遣し、本格
的な競技かるたに触れる機会の提
供ができた。

来年度の「2020インターナショナ
ル小倉百人一首かるたフェスティ
バル」開催に向け、新型コロナウ
イルス感染症対策などを含め、内
容を再検討する必要がある。

15 文03-04
かるたの街文京
を発信！

文京区にゆかりある小倉百人一
首かるたの魅力を発信するため、
講演会や体験イベント、かるた教
室等を実施する。

【平成22年度～】第10回 シエナｄｅア
ン・コン！～アンサンブルコンテスト
～
12月7日（土）実施　425名（4部門・出
場23団体）

16

平成２９年度以降、受付期間最終
日を待たずに定員に達する状態が
続いており、多くの方の関心を集め
ている。
課題作を文京区ゆかりの作家の作
品とすることで、多くの方にとって
触れる機会が増えている。

年々、受付開始日の応募者数が
増えており、元年度は開始日当日
に定員に達してしまった。
申込み定員の増加等の対応につ
いて、今後、検討していく必要が
ある。

跡見学園と今後の受付方法等につい
て協議していく。

アカデ
ミー推進

課

アカデ
ミー推進

課

事業提携団体の協力を得て、公演
前にワークショップを実施すると共
に、公演の中でも実際に和太鼓演
奏を体験する機会を提供する観客
参加型公演を開催している。小
ホール公演のため、演奏者との距
離が近く、迫力のある演奏が好評
を得ている。

ワークショップは毎年定員以上の
申し込みがあり抽選となっている。

出演者等と協議し、ワークショップ参
加人数の増加について検討する。

朗読コンテスト

文化人顕彰事業の一環として行う
もので、文京ゆかりの作家の作品
を課題作として、朗読コンテストを
行う。跡見学園女子大学との大学
連携により実施する。

90.3%

90.9%13 45 観客参加型公演

区及び（公財）文京アカデミーと事
業提携を結ぶ、太鼓芸能集団鼓
童の協力により、和太鼓の演奏体
験ができる公演とワークショップを
開催する。

【平成22年度～】文京シビックに“鼓
童”がやってくる！
親子で楽しむ太鼓ワークショップ　9
月21日（土）実施　12組31名
ぶんきょう交流公演　9月21日（土）実
施　310名

【平成24年度～】年1回
課題作家：泉鏡花、内田百閒、江戸
川乱歩、永井荷風、萩原朔太郎、室
生犀星　録音審査応募者：216名、本
選：10月20日　出場者：16名　観覧
者：179名　会場：跡見学園女子大学
ブロッサムホール

「2020インターナショナル小倉百人一
首かるたフェスティバル」に向けたPR
動画の作成や、小中学校に講師を派
遣するかるた教室を実施。
【かるた教室実績】
2校（第六中学校、第三中学校）

―

14 45

事業費（千円） 実績（数）

【基本的な方向性（１）】　鑑賞・参加・創造・発表の機会と場所の充実

12 45
「アートウォー
ル・シビック」
への作品展示

若手芸術家の育成を図るため、シ
ビックセンターの壁面を利用して平
面美術作品の展示を行う。

出品実績が無い学校や施設等にも個
別に声掛けを行い、新たな出品者の
参加を促すことで、事業の活性化を
図っていく。

アカデ
ミー推進

課

区民に作品発表の場を提供すると
ともに、来庁者が気軽に美術作品
に触れる機会を提供することがで
きた。

前年度と比較すると、出品者数は
増えているが、出品者は固定され
つつある。

11回実施（3月は中止）
出品者数166人、出品点数427点

かるたの街文京を発信！パネル展、
なが～いながいぞ展、文京の街角ノ
スタルジア写真パネル展、文の京跡
見学園女子大学書道展、都立工芸
高校デザイン科紹介パネル展、まど
ろみセプテンバー、本郷美術学院
展、Will Jiang展、きずなーと/リアン
文京、美it展、民族文化を描く展

3



整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 9,410
当初予定数
（定員等）

126 人 ―

決算 9,344 実績数 132 人 104.8%

申込数 ― ―

予算 2,745 当初予定数
（定員等）

15 人 ―

決算 2,845 実績数 17 人 113.3%

申込数 ― ―

予算 0
当初予定数
（定員等）

12 回 ―

決算 0 実績数 10 回 83.3%

申込数 ― ―

予算 0
当初予定数
（定員等）

8 団体 ―

決算 0 実績数 7 団体 87.5%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（３）】　人材の育成と活動支援

参加団体による実行委員会形式
で事業運営を行うため、参加学生
の当事者意識を高める必要があ
る。

実行委員会を週末に実施する等、学
生の意見を聴き運営していく。また当
日の運営についても、引き続き学生を
主体とすることで当事者意識を高めて
いく。

アカデ
ミー推進

課

21 47 文03-01
シビックコン
サート

クラッシック、ポップス、ジャズ等、
様々なジャンルの音楽を、区内の
大学及び専門学校生が演奏する
ランチタイムコンサートを実施す
る。
平成28年度より、財団の指定管理
事業として実施。

出演する学生にとって、観客の前
で演奏する絶好の機会となってい
る。また、オープンスペースでの無
料コンサートであり、誰でも気軽に
音楽を楽しんでもらうことができ
る。。

【平成15年度～】
実施　9月14日（土）
会場　文京シビックホール小ホール
出演団体数　７団体（101名）
観覧者数　203人

22 47 文03-01
カレッジコン
サート

教育機関が集中している文京区
の特徴を生かし、区内の大学及び
専門学校の音楽クラブ・サークル
によるコンサートを開催する。

77.8%

平成28年度より指定管理事業とし
て財団で実施。区内大学等の団体
が参加し、実行委員会を組織する
ため、学校間の交流につながって
いる。また一般客を招待しているた
め、学生が広い世代に向けて演奏
する機会にもなっている。

音量の大きい楽器を使用した場
合、区民ひろば周辺の部署の業
務に影響がある。

事前に関係部署に内容を知らせ、協
力を仰いでいく。

アカデ
ミー推進

課
―

【平成８年度～】
日時　毎月1回開催（原則第4水曜
日）12：15～12：45
会場　区民ひろば
観覧者数　延べ2,281人
2･3月については、新型コロナウイル
スにより中止

引き続き、参加者のニーズにあっ
たプログラムを提供していく必要
がある。

講師（演出家）と適宜相談の上、その
時点の受講生の習熟度にあわせて、
内容を変更しつつワークショップを進
めていく。

アカデ
ミー推進

課
20 47 文03-02

舞台芸術創造事
業（小ホール）

区民を対象に演劇公演の開催を
目標とする講習会を実施し、卒業
公演を開催する。

83.5%

平成29年度からは新たな講師を迎
えて内容を一新した。卒業公演で
は舞台手話通訳を取り入れる等に
より、観客からも高い評価を得てい
る。
令和元年度は、舞台手話通訳者養
成講座も同時に行い、受講者が本
番の舞台で舞台手話通訳を行っ
た。

【平成8年度～】音楽劇ワークショップ
“ぶんきょう演戯塾”
講習会　6月～2月の週2回、延べ64
回実施
受講者数　17名
公演　2月２日（日）実施　465名

19 47 文03-02
舞台芸術創造事
業（大ホール）

区民を対象にオペラ公演の開催を
目標とする講習会を実施し、卒業
公演を開催する。

合唱団の応募について定着が見
られるが、パートによって応募数
にバラつきが生じている。

【平成12年度～】CITTADINO歌劇団
第20期生
講習会　令和元年8月～令和2年2月
まで週1～2回実施　延べ58回
受講者数　キャスト21名　合唱団111
名
公演　2月16日（日）実施　1,467名

区民参加事業でありながら、オー
ケストラ伴奏、舞台セットを組んだ
本格的なオペラ上演であり、好評
を得ている。合唱団には毎年100名
以上の応募があり、定着が見られ
る。
令和元年度は公開ゲネプロを開催
し、多くの区民に鑑賞する機会を提
供することができた。

広報紙による周知だけでなく、参加者
募集チラシをより広く配布し周知して
いく。

アカデ
ミー推進

課
84.9%
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令和２年度　事業調査結果Ａ　文化芸術分野（令和元年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 154 当初予定数
（定員等）

150 名 ―

決算 99 実績数 68 名 45.3%

申込数 90 名 60.0%

予算 520 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 412 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 ―
当初予定数
（定員等）

142 人 ―

決算 ― 実績数 60 人 42.3%

申込数 62 人 43.7%

予算 ― 当初予定数
（定員等）

170 人 ―

決算 ― 実績数 126 人 74.1%

申込数 148 人 87.1%

予算 3,262
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 2,763 実績数 1,350 人 ―

申込数 1,644 人 ―

【分野別目標３】　「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり

―

さまざまな事業を開催することに
より、区と協定締結している自治
体及び文の京・文京をアピールで
きた。

区と協定締結している自治体につ
いて、より区民の興味・関心を高
めていく必要がある。

27 48 文01-02
「文の京文化発
信プロジェク
ト」

文京区らしさを生かした芸術文化の創造・
発信と、事業を通じた交流を目的として実
施しているプロジェクト。演劇、音楽、伝統
芸能、美術など様々な分野のイベントを対
象としており、全国規模の芸術文化団体
や、全国の自治体との協働（共催）によ
り、特色を生かした創造的な活動とその成
果の発信を通じて、文の京・文京を広くア
ピールする。

金沢市友好交流都市協定締結式
実施日：8月4日
会場：宝生能楽堂
内容：友好交流都市協定締結式
のほか、能「石橋」の鑑賞。

・啄木学級
実施日：7月5日
会場：小ホール
・かなざわ講座
実施日：1月15日
会場：スカイホール
・石見神楽公演
実施日：2月22日
会場：小ホール

48
文の京ワーク
ショップ

文京ゆかりの文
化人顕彰事業

文京区に足跡を残した文化人を顕彰し、
多様な文化的資源の継承、発掘及び情報
発信を進める。年度ごとに生誕没後など
の記念の年にあたる文化人を中心に、朗
読コンテスト、講演会等の顕彰事業を実
施する。

史跡めぐり：10月9日「金沢ゆかり
の文豪の足跡をたどる～湯島から
本郷へ～」　案内：文京ふるさと歴
史館友の会「まち案内」ボランディ
アガイド　参加者30人
講演会：10月19日「秋聲・鏡花・犀
星-金沢三文豪と文京―」講師
大木志門氏　徳田章子氏　参加
者95人

新・観潮楼歌会
森鷗外を中心に多くの文人たちが集い、
交流した「観潮楼歌会」にちなみ、幅広い
文化・芸術体験事業を展開する。

―

・ふみの日イベント
【実施日】 4月、5月、6月、8月、9
月、10月、11月、12月、1月、2月
各23日　※3月は中止
【場所】当館エントランス
・「夏休み読書感想文教室」全2
回：講師　千葉尊子氏（全国学校
図書館協議会講師）
【実施日】8月4日、18日
【場所】当館講座室
・「こどもてつがく」:講師 菰池依里
氏（philokids TOKYO）
【実施日】 9月8日
【場所】当館講座室

・「短歌日記とエッセイ」全3回
講師　東直子氏（詩人）
【実施日】5月18日、25日、6月1日
【場所】当館講座室

・講談「応挙の幽霊画」
出演 　一龍齋貞橘氏（講談師）
【実施日】8月3日
【場所】当館講座室

講談については、講師の要望もあ
りマイクを使用しない演出となっ
た。参加者全員が内容を聞き取り
易くなるよう工夫が必要である。

―

・文化人ゆかりの地を実際に訪ね
たり、講演会を行うことで、文化人
についてより詳しく伝えることがで
きた。

対象文化人の選定に新たな視点
や工夫、切り口を加える必要があ
る。

アカデ
ミー推進

課

両講座ともに、利用者アンケート
は満足という回答であった。3回講
座は最終日は成果発表を行い講
師や参加者と交流した。講談では
夜間開館時間を利用した怪談と
あって、子供から大人まで幅広い
参加があり展覧会の観覧へも繋
がった。

ふみの日イベントに関しては地域
の皆さんに定着したようで、カード
作りや年賀状の回には毎年同じ
方が見えるようになった。読書感
想文については、丁寧な指導がで
きた。こどもてつがくは,年齢層が
広くなってしまったが幅広い交流
ができた。

読書感想文について、題材、参加
年齢を限定したため、参加者が大
幅に減ってしまった。こどもてつが
くは講師の記録撮影があったため
保護者から撮影許可をもらうなど
し、企画以外での準備を多く要し
た。他、ふみの日イベントに関して
は、天気や曜日に左右される。

読書感想文に関して、今後
の開催は、内容を考慮する
必要があるため一旦見合
わせることとした。ふみの日
イベントは、経費とつり合う
よう工夫し、今後も恒例イベ
ントとして実施し地域の交
流の場を提供する。

アカデ
ミー推進

課

リハーサル時に座席配置を
調整し、可能な限り多くの
方が聞き取り易くするため
の工夫をした。

アカデ
ミー推進

課

事業費（千円） 実績（数）

【基本的な方向性（１）】　地域の伝統や歴史に親しむ機会と場所の提供・充実

23 48 史跡めぐり

年３回、文京ふるさと歴史館友の会との協
働事業として、テーマを考え、区内及び近
隣の歴史散歩を実施しています。特別展
や収蔵品展など、歴史館の展示に因んだ
テーマでも行っている。

今後の更なる高齢者層の
増加に伴い、健康と生きが
いづくりを兼ねた事業への
需要はさらに高まることが
予測され、気軽に楽しみな
がら、QOLの向上が図れる
よう様々な史跡めぐりのメ
ニューを検討していく。

アカデ
ミー推進

課

・歴史に特化したテーマ設定を工
夫し、同じ場所・史跡でも異なった
楽しみや価値を見出すことができ
ている。
・友の会ガイドの案内はアンケート
でも満足度が高い。固定ファンも
多く、一定の評価を得ている。同
時にガイドの学習成果を発揮する
場ともなっている。

感染症対策等を考慮した事業執
行計画が必要である。
申し込み後及び当日キャンセルへ
の対応、中止の際の周知･契約関
係事務等の再考が必要である。

【平成18年度～】年3回
第1回　6月12日/44人参加
第2回　11月29日/24人参加
第3回　実施せず
(新型コロナウィルス感染症の影
響による)
案内/文京ふるさと歴史館友の会
「まち案内」ボランディアガイド

―

事業の中で、どのように自
治体とのつながりや実績を
周知できるか検討していく。

・顕彰対象文化人として、そ
の年に話題となった文化人
や、協定締結都市と双方に
ゆかりのある文化人を顕彰
対象とするなど、顕彰対象
の範囲を広げていく。

アカデ
ミー推進

課

25

「現代の観潮楼＝交流サロン」として、森
鷗外を中心テーマに幅広い利用者をひき
つける多彩な事業を展開する。持続的な
集客を図るとともに森鷗外や「文の京」を
広く発信する。

88.0%

24

26 48

48 文01-01
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整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 1,000
当初予定数
（定員等）

300 人 ―

決算 1,000 実績数 333 人 111.0%

申込数 518 人 172.7%

予算 99
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 97 実績数 254 人 ―

申込数 ― ―

予算 440
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 332 実績数 17 人 ―

申込数 ― ―

予算 ―
当初予定数
（定員等）

―

決算 ― 実績数 873 人 ―

申込数 ―

予算 354 当初予定数
（定員等）

7 人 ―

決算 150 実績数 2 人 28.6%

申込数 2 人 28.6%

予算 2,987 当初予定数
（定員等）

24 回 ―

決算 2,984 実績数 22 回 91.7%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（２）】　「文の京」の伝統文化を守り、伝える人材の育成と活動支援

永く同一職業に従事し、経験が豊
かで、物を造る技術が非常に優
れ、製作物に信頼性があり、か
つ、後進の指導及び育成に積極
的な方を技能名匠者として認定す
る。

解説が不要な来館者から、静かに
鑑賞できないのでやめてほしいと
の意見がある一方で、参加者から
は、解説の声が小さく聞こえない
との意見もある。双方の意見を反
映させることができる解説の方法
を検討する必要がある。

【平成25年度～】
毎週土・日曜午後、事前申込によ
り随時実施（令和元年度　年間従
事日数：土日祝／104日208回）、
ガイド：15名
延べ利用人数／873名
※2/23より新型コロナウィルス感
染拡大防止対策のため休止

【平成25年度～】
毎週土・日曜午後、事前申込によ
り随時実施
延べ利用人数/627名
※2/23より新型コロナウィルス感
染拡大防止対策のため休止

文京ふるさと歴
史館常設展示解
説ボランティア

ふるさと歴史館友の会会員有志による解
説ボランティアを養成し、来館者への案内
を行うことにより、文京区の歴史・文化の
普及を図る。

―

あらかじめ解説を実施する
日時をアナウンスするな
ど、解説を希望しない方が
来館日時を選べるようにし
ている。また、ハンズフリー
マイクを使用するなど、解
説希望者が聞き取り易くす
るための工夫もしている。

アカデ
ミー推進

課

経済課

31 49

32 49
技能名匠認定事
業

永く同一職業に従事し、経験が豊かで、物
を造る技術が非常に優れ、製作物に信頼
性があり、かつ、後進の指導及び育成に
積極的な方を技能名匠者として認定す
る。

―

文京区技能名匠者を認定したこと
で、ものづくりに携わっている技術
者の社会的評価を高め、伝統的
技術、技法の維持向上と技術習
得意欲の促進を図ることができ
た。

森鷗外記念館解
説ボランティア

解説ボランティアを養成し、自主的な活動
を促進する。新たな活動を企画し、活動の
ブラッシュアップとともに、文京区の文学
館としての機能強化を図る。

―

2月23日から活動休止となったも
のの昨年度より利用数は増加し
た。アンケートの自由回答欄に
は、分かりやすかった、また利用
したいというご意見も多かった。

事業実施当初に比べ年度ごとの
認定者数が落ち着いてきている。

認定者数増加のため、更な
る事業周知に努める。

29 49
文京ふるさと歴
史館友の会の支
援

文京ふるさと歴史館友の会の自主的な活
動を支援し、地域の現状や歴史・文化を
知るための学習機会の充実を図るため、
活動場所の提供、主催事業「まち案内」の
受付取次、自主事業への助言・協力など
の支援を行っている。

・歴史館の協力団体として、自主
的な活動が円滑かつ充実して行
われている。
・歴史館主催事業に対して友の会
からの積極的な協力を得れらてい
る。
・友の会主催事業において歴史館
への誘客が効果的に行われてい
る。

・新規会員を増加させるため、効
果的な広報活動を検討する必要
がある。

28

―

【平成3年度～】
友の会自主企画事業（講演会・発
表会3回、史跡めぐり・見学会等9
回）、役員会（月1回）、会報・花時
計発行（年4回）、まち案内ボラン
ティアガイドほか

盛岡市との友好
都市提携記念事
業

「文の京文化発信プロジェクト」に含む ―

啄木学級　文の京講座
実施日：7月5日
会場：スカイホール
内容：盛岡市との友好都市提携記
念事業として、例年の講演に加
え、伝統芸能である「玉山日戸神
楽」の披露を行った。

記念事業ということもあってか、例
年よりも申し込み数が4割程度多
かった。

友好都市である盛岡市について、
より区民の興味関心を高めていく
必要がある。

今後も更なる事業周知に注
力し、伝統工芸の魅力を発
信していく。

来年度以降も多くの方にお
申込みいただけるよう、周
知内容を充実させていく必
要がある。

アカデ
ミー推進

課

・ガイドから積極的に来館者に声
がけを行うなど、利用促進を図っ
ており、利用者の理解が深まると
ともに、多くの感謝の言葉をいた
だいている。
・ガイド就任時や定例の研修を行
うことでガイドのスキルアップを図
り、また解説活動がガイドの学習
成果の発表の場ともなっている。

・ガイドの利用者増に向けた周知
広報が必要である。
・ガイドのさらなるスキルアップ
や、新しい人材の育成、確保が必
要である。

今後もガイド活動を通じて
区の歴史・文化を来館者に
わかりやすく伝えていくとと
もに、ガイド自身の学習や
発表の場としての活動を支
援していく。

アカデ
ミー推進

課

アカデ
ミー推進

課

現在、非常に良好な関係で
相互の事業協力が行われ
ている。今後も引き続き、よ
り良い協働関係を維持する
ため、様々な支援を行って
いく。

経済課33
毎月2回、計22回不忍通りふれあ
い館でイベントを実施した。
（3月分は中止。）

文02-01
「来て見て体
験」文京の伝統
工芸

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競
技大会に向け、ものづくりに関心のある区
民や国内外の観光客の集客を図り、伝統
工芸の魅力を発信するため、毎月2回不
忍通りふれあい館で「来て見て体験」文京
の伝統工芸を実施する。

―

30 49

新規ファンの獲得が必要である。
本イベントのファンの方も多く、伝
統工芸の魅力を発信することがで
きた。

6



整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 4,874
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 4,429 実績数 4,138 人 ―

申込数 ― ―

予算 791
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 708 実績数 1,573 人 ―

申込数 ― ―

予算 ― 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 ― 実績数 21,394 人 ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 11,766 当初予定数
（定員等）

121 件 ―

決算 10,186 実績数 98 件 81.0%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（３）】　文化資源の再発見と保存・活用の推進

37
映像資料調査・
保存事業

貴重な映像資料を地域文化資産として後
世へ継承するため、区民等から区内の過
去の情景や風俗等が記録されている８
mm・16mmフィルムを収集し、デジタル化
による保存作業を行う。また、これらの映
像資料を20分程度の映像作品として編
集・加工し、BGMやナレーションを加えた
上でDVD化する。

―

①補助金の交付申請：12件
7,475千円
　 奨励金の交付申請：71件
1,230千円

②区指定文化財に対し、次年度
補助金申請の有無を確認するた
め事業計画を送付：33件

③文化財・坂道標示板：補修8基、
建替2基

38 文01-05
指定文化財等の
保護・保存と管
理

文化遺産等の維持・保全と活用のため①
～③を行う。
①国・都・区指定文化財を保護するために
その修理事業に対して補助金を交付する
とともに区指定文化財に対して奨励金を
交付する。
②区指定文化財を調査・記録し、保護に
努める。
③区内の文化財を広く区民に周知すると
ともに、区民の文化財に対する理解と認
識をうながすため、文化財・坂道標示板の
維持管理及び新設を行う。

―

①補助金の交付申請があったとこ
ろに対しては、補助金の支払いを
行った。
　 奨励金の交付申請があったとこ
ろに対しては、奨励金の支払いを
行った。

②事業計画を送付したところ、5件
の補助金申請の希望があった。

③老朽化しているの標示板の建
替等を行った。

展示方法や展示解説などで、改
善する余地がある。

―

文京区の歴史や文化に関するこ
とをテーマに設定し、資料収集、
調査研究した成果を多角的に掘り
下げた館蔵資料を中心とした収蔵
品展を開催する。
※3/2より新型コロナウイルス感
染症対策による休館で中止

文京区の歴史や文化に関わる資
料をテーマに沿って展示し、館蔵
資料の多様性を周知することがで
きた。

36
森鷗外記念館特
別展・コレク
ション企画

新たに映像の収集や活用はせ
ず、現在保持しているものの保持
に努めた。

森鷗外の作品や人生に関連することを
テーマに、資料収集、調査研究した成果
を、特別展及び館蔵品を中心としたコレク
ション企画として実施する。

94.0%

文京ふるさと歴
史館収蔵品展

文京区の歴史や文化に関することをテー
マに設定し、資料収集、調査研究した成
果を多角的に掘り下げた館蔵資料を中心
とした収蔵品展を開催する。

①文化財の維持管理・修繕には
多額の費用が必要となるので、よ
り当補助金を利用してもらい、文
化財を良好な状態で保存していく
必要がある。

②計画的に事業計画を立て補助
金を活用するべきであるが、年度
途中での補助金活用の希望もあ
りルールが浸透していない部分が
ある。

③文化財及び坂道標示板の維持
管理を実施し、必要であれば建替
等を行っていく。

【実施日】
4月6日～6月30日
特別展「一葉、晶子、らいてうー鷗
外と女性文学者たち」※関連講演
会2回、ギャラリートーク3回
7月5日～10月6日
コレクション展「文学とビール-鷗
外と味わう麦酒の話」※関連講演
会1回、ギャラリートーク3回
10月12日～1月13日
特別展「永井荷風と鷗外」※関連
講演会2回、ギャラリートーク3回
1月18日～8月2日※3月2日から
新型コロナウイルス感染防止対策
のため5月30日まで臨時休館
コレクション展「父と母-鷗外のファ
ミリー・ヒストリー」※関連講演会1
回、ギャラリートーク2回

問い合わせに対し、貸し出しの可
否や手続きを随時対応している。

特になし

これまで光のあたりにくかっ
た文化資源の発掘と活用
に向けて、来館者のアン
ケートなどに基づき改善点
を抽出し、より魅力ある展
示事業としていく。

アカデ
ミー推進

課

アカデ
ミー推進

課

年間を通して「デュエット」をテーマ
に展覧会を企画、開催した。特別
展については研究者や文学館関
係者の来館も多く、他館との交流
や連携を実施することができた。
コレクション展については、両展覧
会ともメディアへの露出も多く、新
規顧客を獲得できたため今後の
来館へ繋げる。

展示関連講演会について、毎回、
応募者が多く抽選となる。落選が
続いた方から前回の落選者を優
先してほしいとの意見があった。

講演の内容が毎回異なる
ため、意見に沿った対応を
実施することは相応しくな
いと考えるが、あらかじめ
応募者数に見合った会場を
手配するなど、可能な限り
希望する方の多くが参加で
きる工夫している。

アカデ
ミー推進

課

①、②文化財所有者には
補助金活用の手順等の周
知を徹底し、補助金の活用
を促進する。

③標示板の不具合の早期
発見に向け、既存標示板の
点検等を行う。

教育総務
課

館蔵資料をさまざまなテー
マや多角的な視点で展示・
活用することで、地域資料
の価値の再発見を進めて
いく。

アカデ
ミー推進

課

特になし

34
文京ふるさと歴
史館特別展

文京区の歴史や文化に関することをテー
マに設定し、資料収集、調査研究した成
果を多角的に掘り下げた特別展を開催す
る。

35

開館から四半世紀を経過し、来館
者数が頭打ちの傾向にあり、新規
来館者の増加について検討する
必要がある。

文京区史をはじめとする、過去の
刊行物・書籍等では取り上げられ
る機会の無かった歴史や文化を
再発見し、周知することができた。

文京区の歴史や文化に関するこ
とをテーマに設定し、資料収集、
調査研究した成果を多角的に掘り
下げ館蔵資料を主体に、他機関
で所蔵する資料を借用して特別展
示を開催する。

―
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整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 事業概要
参加者満

足度
事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 1,809 当初予定数
（定員等）

42,000 部 ―

決算 1,485 実績数 42,000 部 100.0%

申込数 ― ―

予算 5,148
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 4,470 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 392 当初予定数
（定員等）

6,500 部 ―

決算 392 実績数 6,500 部 100.0%

申込数 ― ―

予算 ―
当初予定数
（定員等）

24,000 部 ―

決算 ― 実績数 24,000 部 100.0%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（４）】　文化資源に関する情報収集・整理と発信

―
処理スピード及び操作性を向上さ
せ、より使いやすい仕様とした。
多くの来館者が利用している。

開館以来使用しているコンテンツ
が一部残っており、現在の技術に
適用した仕様への変更が求めら
れている。

毎年、古いコンテンツを
徐々に改修している。

アカデ
ミー推進

課

アカデ
ミー推進

課

40 51
コンピューター
による館内閲覧
システム

地域の歴史や文化資源に関する情報を
集約し、ふるさと歴史館来館者が、自身で
知りたい情報を閲覧できる環境を提供す
る。

ミューズ施設と連携を図る
ため、よりよい関係づくりに
努める。

39 51
文の京ミュージ
アムネットワー
ク

区内博物館、美術館、庭園等、文化・芸術
に関する施設が「文の京ミュージアムネッ
トワーク」（文京ミューズネット）として連携
し、各施設の特色や個性を発信する。

―

ミューズマップを各施設に配架し
手に取ってもらうことにより、来場
者にミューズ施設について周知で
きた。

ミューズネット会議
実施日：6月26日
会場：スカイホール
内容：各施設の取り組みや現状に
ついて情報共有していただいた。

ミューズマップ
日本語版を12月に35000部、英語
版を2月に7000部作成、発行

平成30年度はサーバー1台、PC7
台プリンター2台外PC機器の入替
えを実施した。
閲覧用コンテンツに間違い探しと
双六、定点観測の新規撮影デー
タを追加した。

アカデ
ミー推進

課

41 51
文京ふるさと歴
史館だより・年
報の発行

文京の歴史・文化に関する情報や、歴史
館の事業、調査研究成果等について周知
する。

現物の色が伝わりやすくす
るよう歴史館だよりのカラー
化等を検討する。年報バッ
クナンバーで残部のあるも
のを配架し、希望する来館
者が持ち帰れるようにし
た。

42 51
森鷗外記念館
ニュース・年報
の発行

森鷗外や文学に関する情報、記念館の事
業、調査研究成果等について周知する。

―
区内施設・関係機関・来館者など
に事業の周知ができた。

発行部数に限りがあるため、手に
することができなかった方への対
応が必要である。

―
文京の歴史・文化に関する情報
や、歴史館の事業、調査研究成
果等を冊子にまとめ、周知する。

ホームページにPDFデータ
を掲載するなどの対策もし
ているが、協力先等への配
布枚数を毎回見直すなど、
希望する来館者が取得でき
るよう工夫している。

森鷗外記念館における展覧会告
知・報告、イベント等の活動報告、
所蔵資料の紹介を掲載した。

区民・関係機関・来館者などに事
業等を周知ができた。
歴史館だより 6,000部
年報         500部

歴史館だよりは現在２色刷りであ
るが、より興味を持って見てもらう
工夫が必要である。年報について
も、より多くの方に見てもらえる機
会を増やす必要がある。

アカデ
ミー推進

課

感染症対策などにおけるミューズ
施設の連携について検討する必
要がある。
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